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· 結核菌の小川培地の様子を確認後、3時より試験開始。

· 試験時間は一時間。

· 試験形式は2005年と同様。五択の客観式。正しいものを選ばせる問題で一つ選ぶもの、複数選ぶものとある。

· 全部の問題を復元するのはムリなので、今年より、開始されたディスク感受法の問題、それから消毒、滅菌法の問題について復元をした。

· その他の問題は2005年の問題をちょこちょこ入れ替えただけで、語尾が異なっているもの（肯定形を否定形にしたり）であった。

１．分離培養に関する問題。

分離培養とは検査材料から菌対を人工培地に分離するための操作である。
異なる培地でそれぞれの別々の菌を作ることを分離培養という。

一つの細菌が一つのコロニーを作る。

２.薬剤感受性測定法（ディスク感受法）について述べた文について正しいものを２つ選べ。

　1)ディスク感受法は抗生物質（化学療法剤）が細菌に対して感受性を持つか否かを調べる方法である。
　2)抗生物質のMICを調べる方法である。

　3)用いる寒天平板には一定の抗生物質が溶かしてある。

　4)発育阻止円の有無は抗生物質の細菌に対する感受性の有無を表す。

　5)抗生物質のMICに相当する濃度は発育阻止円の円周上の濃度に相当する。

３．正しいものを3つ選べ。

　1)β－ラクタム系薬は細胞壁合成阻害薬である。

　2)clavulanic acidの作用機序はβ－ラクタマーゼ合成阻害である。

　3) clavulanic acidはβ－ラクタマーゼによって失活されるβ－ラクタム系薬と併用される。

　4)impenemとclavulanic acidは併用効果がある。

　5)ampicillinはグラム陰性菌に対して抗菌力がない。

４．正しいものを二つ選べ。（⇒ひっかけ）
　1)消毒ですべての菌が殺せる。

　2)患者の検体の滅菌は70%アルコールで行う。

　3)液体培地の入った試験管滅菌はオートクレーブで行う。

　4)逆性石鹸で汗腺に潜む菌は殺せない。

　5)院内感染防止において手掌の消毒は意味がない。
５．2005年１の問題に類似。ただし、それぞれの細菌は学名で書かれている。
　黄色ブドウ球菌＝Staphylococcus aureus

  表皮ブドウ球菌＝Streptococcus aureus

６．2005年２の問題に類似。レンサ球菌について。
７．2005年３の問題に類似。

　バクテリオファージについて正しいものを二つ選べ。

　1)1個のバクテリオファージが一個のプラークを作る。

　2)1個のプラークには1個のバクテリオファージしか存在しない。

　3)溶原菌に感染して溶菌するバクテリオファージも存在する。

　4)自然界から分離される黄色ブドウ球菌には溶原菌が存在しない。

　5)cfu（colony forming unit）はファージを数えるときに用いる単位である。

８．不明
９．2005年9番に類似。

１０．菌の分離・同定に関して正しいものを二つ選べ。（⇒ひっかけ）

　1)マッコンキー寒天培地は腸内細菌の確認培地であり、E.coliの乳糖分解による酸の合成により赤いコロニーを形成する。
　2)マッコンキー寒天培地でサルモネラ菌と赤痢菌は半透明なコロニーを形成する。

　3)ＢＴＢ寒天培地は選択培地であり、大腸菌は乳糖分解するので黄色に、乳糖非分解菌は半透明のコロニーを形成する。

　4)マンニット食塩培地はブドウ球菌の確認培地であり、Staphylococcus aureusは培地を黄変させる。

　5)ＭＳ基礎培地はＭＲＳＡのみを増殖させる選択培地である。

１１．インフルエンザウィルスについて。

１２．不明

１３．補体結合反応試験。2005年13番とほぼ同じ。

１４．不明

１５．正しいものを二つ選べ。

　1)蛍光抗体法の間接法は２次抗体が蛍光標識されている。

　2)単クローン抗体は異なるエピトープを認識する。

　3)単純ヘルペスウィルスは発症部位の違いにより、HSV-1,HSV-2に分けられる。
　4)ヘルペスの水疱スメアーから単純ヘルペスの診断をするためには蛍光抗体法の直接法が用いられる。

　5)忘れました。

不明な問題が多くてごめんなさい。

覚えてる範囲で過去問と異なっていた問題について○×形式で下に書いておき

ます。

１．（　）マイコプラズマはグラム染色されない。

２．（　）グラム陽性染色を行うと青く染まる。

３．（　）結核菌の培養は小川培地で行う。

４．（　）ポリオウィルスはマウスの細胞に感染させて増殖させることができる。

５．（　）ウィルスは発育鶏卵を用いて増殖させることができる。
６．（　）ウィルスが培養細胞に感染すると、細胞の円形化、核の凝縮および細胞の付着面からの脱落が観察できる。これを細胞変性効果という。

７．（　）チール・ネルゼン染色されたMycobacterium bovisの菌体は赤色に染まり、縄を編んだような特徴的な配列を示す。

８．（　）ブドウ球菌は主に皮膚に存在する。

９．（　）Salmonella enteritidisはマウスに対して細胞内寄生性を示す。

10．（　）補体結合試験はウィルスの感染症の診断のみに用いられる。
11．（　）Salmonella enteritidisがマウスに対して非腸チフス性症状をひきおこす。
12．（　）大腸菌はブドウ糖分解能とIMViC反応でほかの腸内細菌と特定できる。
